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および両エナンチオマー、(2) マンザシジン B、および(3) カイニン酸の効率的全合成に取り組み、
300 mg 以上の化合物供給を可能とする合成経路を確立した。 
 本論文は全四章からなり、第一章では効率的、理想的な合成、およびマンザシジン類とカイニン酸
の過去の全合成例について述べる。第二章では、デヒドロアミノ酸エステルの不斉 Rh- DuPHOS 錯体
を用いた接触水素化によるマンザシジン A,C および両エナンチオマーの全合成について述べる。隣接




























よるイソニトリルの Michael 付加-環化反応により光学活性 trans-ピロリンを構築し、続くピロリン
-2-カルボン酸の立体選択的還元で、9段階、通算収率 16.8％で全合成を達成した。 
以上のように、重要な生物活性をもつマンザシジン類とカイニン酸の効率の高い全合成を達成した。
よって、博士（理学）の学位を授与するに値するものと審査した。 
